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平成23年 12月期第２四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成23年12月期（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）の業績予想について、平成23年２

月５日付け「平成 22 年 12 月期決算短信（非連結）」にて発表しました業績予想を下記の通り修正いたします。 

 

１．第２四半期累計期間（平成23年１月１日～平成23年６月30日）の業績予想    （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）  4,660 110 70 40 5.12

今回修正予想（Ｂ）  4,826 166 120 72 9.22

増 減 額（Ｂ－Ａ）  166 56 50 32 4.10

増 減 率（ ％ ）  3.6 50.9 71.4 80.0 80.0

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

平成 22 年第２四半期 
4,670 364 310 202 25.99

 

２．修正の理由 

売上高は、前回予想においては、ジェネリック品対抗の値下げによる海外向け殺菌剤の出荷増を見込

む一方、他社新規剤の上市による国内水稲除草剤の出荷減によりトータルとして前年並みを想定してい

ましたが、海外向け殺菌剤の出荷はアジアを中心に想定以上に好調であった為に、4,826百万円（前回予

想比3.6％増）となる見込みです。 

営業利益については、一段の円高、原油価格上昇に伴う原料価格の上昇により、上記の増収による増

益効果が打ち消されましたが、製造コスト、販売費・一般管理費の削減努力に加えて研究開発費（委託

試験費）の一部が下期にずれて発生することが見込まれる等の理由から、第２四半期累計期間としては、

166 百万円（同 50.9％増）となる見込みです。以下、これに伴い経常利益は、120 百万円（同 71.4％増）、

当期純利益は、72百万円（同80.0％増）となる見込みです。 

 

３．平成23年12月期通期業績予想について 

販売面においては、円高の継続の懸念、海外市場におけるジェネリック品との競合に伴うさらなる値

下げ圧力等の懸念に加え、東日本大震災による影響度の多寡、また原価面においても、原油価格等の動

向に伴う関連した原料価格の見通し等、依然として不透明かつ厳しい状況が想定されますが、引き続き

コスト削減等に努めることで、現段階では通期業績予想値を確保できるものと判断しており、当初の公

表数値に変更はございません。 

ただし、業績予想修正が必要になった場合は、速やかに開示させていただくことで適時開示に対応し

てまいりたいと存じます。 

 



 

 

 

【業績予想の適切な利用に関する説明】 

本資料に記載している業績予想数値は、当社が現時点で入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因の変化等により、上記業績予想数値と異な

る場合があります。 

以 上 


